
国立西洋美術館の世界遺産登録に関する決議 
 
 

台東区上野恩賜公園内に建つ国立西洋美術館が、本年２月世界遺産

に登録推薦されました。 
国立西洋美術館は、スイスに生まれ、パリを拠点として国際的に活

躍した建築家のル・コルビュジエ氏の設計によるものです。 
今回の登録推薦は、世界６カ国に所在するル・コルビュジエ氏設計

の代表的な２２の建物を一括して登録しようとするもので、フランス

政府を中心とする各国の共同推薦で行われました。 
ル・コルビュジエ氏は、１９世紀後半から２０世紀初頭のヨーロッ

パで起きた、古典的な建築様式にかわる新しい建築運動が高まるなか

で、１９２６年に自由な平面、横長の窓、屋上庭園など「近代建築の

５原則」をまとめ、全世界の建築と都市計画に大きな影響を与えまし

た。 
東京で初めての世界遺産として、国立西洋美術館が全世界の人々に

その価値を認められ、人類史上の財産のひとつとして歴史に残ること

は、台東区民にとっての誇りとなり、このうえない喜びであります。 
よって、台東区議会は、高い歴史的・文化財的価値を保有する国立

西洋美術館の世界遺産登録実現に向けて、区民と強い連携を図りなが

ら、国や東京都、関係団体等の機関に働きかけを行い、積極的に取り

組むものです。 
 
 以上、決議いたします。 
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